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第
一
節　

は
じ
め
に

一　

目
的

一
九
六
八
年
一
月
三
〇
日
、
佐
藤
榮
作
首
相
（
当
時
）
は
施
政
方
針
演
説
に
対
す
る
代
表
質
問
へ
の
答
弁
の
中
で
、
初
め
て
「
非
核
三
原

則
」
と
い
う
言
葉
を
表
明
し
た（

１
）。

こ
れ
は
、
歴
代
の
首
相
の
中
で
「
非
核
三
原
則
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
最
初
の
例
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
、

現
在
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
首
相
が
非
核
三
原
則
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

本
稿
の
目
的
は
、
非
核
三
原
則
が
表
明
さ
れ
た
一
九
六
八
年
か
ら
、
非
核
三
原
則
が
国
会
決
議
と
な
っ
た
一
九
七
一
年
ま
で
を
対
象
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
日
本
社
会
党
（
以
下
、
社
会
党
）
に
よ
る
国
会
質
問
の
一
側
面
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的

に
は
、
政
府
へ
の
鋭
い
追
及
で
「
国
会
の
爆
弾
男
」
と
呼
ば
れ
た
楢な

ら
ざ
き崎

弥や
の
す
け

之
助
衆
議
院
議
員
（
九
州
帝
大
卒
）
の
資
料
や
国
会
議
事
録
等
を

検
証
し
、
社
会
党
に
よ
る
国
会
質
問
の
一
側
面
と
し
て
、
楢
崎
に
よ
る
追
及
の
内
容
や
そ
の
課
題
を
示
し
た
い
。

二　

先
行
研
究

こ
れ
ま
で
の
社
会
党
研
究
は
、
長
ら
く
戦
後
日
本
政
治
に
お
け
る
最
大
野
党
で
あ
っ
た
社
会
党
が
な
ぜ
衰
退
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
意

識
を
共
有
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
大
き
く
二
つ
の
視
角
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。
一
つ
は
、
社
会
党
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
や
政
策
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
り
、
硬
直
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
転
換
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
政
策
転
換
の
遅
さ
・
難
し
さ
に
衰
退
の

要
因
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る（

２
）。

も
う
一
つ
は
、
政
党
組
織
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
党
が
依
存
し
て
い
た
労
働
組
合
や
社

会
構
造
の
変
化
に
、
同
党
の
衰
退
の
要
因
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る（

３
）。
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し
か
し
、
こ
う
し
た
研
究
は
、
社
会
党
が
な
ぜ
衰
退
し
た
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
社
会
党
が
野
党
と
し

て
国
会
で
何
を
し
て
き
た
の
か
、
社
会
党
は
国
会
で
政
府
・
与
党
と
ど
う
対
峙
し
て
き
た
の
か
、
と
い
う
点
に
は
あ
ま
り
関
心
が
も
た
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
社
会
党
の
衰
退
要
因
に
直
接
、
関
係
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
長
ら
く
の
間
、
戦
後
日
本
の
最
大
野
党
で
あ
っ

た
社
会
党
に
と
っ
て
、
政
府
・
与
党
を
監
視
す
る
こ
と
は
同
党
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
日
本
社
会
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
な
役
割
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
は
社
会
党
の
こ
の
役
割
に
ほ
と
ん
ど
注
目
し
て
こ
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
原
彬
久
は
多
く
の
先
行
研
究
で
社
会
党
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
さ
れ
る
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
国
会
に
注
目
し
、
こ
の
時
の
社
会

党
が
国
会
質
問
で
時
間
を
使
っ
て
時
間
切
れ
廃
案
を
目
指
し
つ
つ
、
政
府
が
会
期
延
長
を
意
図
す
れ
ば
そ
れ
を
阻
止
す
る
と
い
う
運
営
戦
術

を
と
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
結
局
は
岸
政
権
の
政
策
に
顕
著
な
変
更
を
加
え
た
形
跡
は
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る（

４
）。

原
が
国
会
で

の
社
会
党
に
注
目
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
国
会
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
の
国
会
質
問
は
検
証
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
石
川
真
澄
は
、
自
ら
の
取
材
経
験
か
ら
、
社
会
党
が
強
く
反
対
す
る
の
は
、
憲
法
九
条
に
関
わ
る
安
保
・
防
衛
問
題
で
あ
り
、
国
会
で

頑
な
に
反
対
を
貫
く
社
会
党
に
つ
い
て
、「
玉
砕
戦
法
」
を
と
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る（

５
）。

た
だ
し
、
こ
う
述
べ
る
根
拠
は
自
ら
の
経
験
で

あ
り
、
実
証
的
に
検
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
社
会
党
研
究
で
は
、
国
会
に
お
け
る
社
会
党
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
こ

と
す
ら
稀
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
党
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
社
会
党
が
国
会
で
何
を
し
て
き
た
の
か
と
い
う
点
に
は
あ
ま
り
関
心
が
も
た
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
と
く
に
一
九
六
〇
年
以
降
は
、
国
会
で
の
社
会
党
に
つ
い
て
、
言
及
は
あ
っ
て
も
詳
細
に
検
証
す
る
こ
と
な
く
、
社

会
党
の
無
力
さ
や
自
ら
の
原
理
原
則
に
拘
泥
す
る
教
条
的
な
態
度
が
簡
単
に
述
べ
ら
れ
る
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
国
会
で
の
社

会
党
に
は
、
政
府
と
の
間
で
具
体
的
な
論
争
を
展
開
し
て
い
た
一
面
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

社
会
党
研
究
と
は
対
照
的
な
の
が
、
外
交
史
研
究
で
あ
る
。
外
交
史
研
究
、
と
く
に
日
米
関
係
に
注
目
す
る
外
交
史
研
究
は
、
日
米
政
府

間
の
交
渉
過
程
や
日
本
政
府
内
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
政
府
内
の
政
策
決
定
過
程
な
ど
を
史
資
料
に
基
づ
い
て
実
証
的
に
検
証
し
て
き
た
。
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そ
の
な
か
で
も
二
〇
一
〇
年
の
外
務
省
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
密
約
調
査
以
降
、
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
非
核
三
原
則
や
核
密
約
、
事
前

協
議
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
、
国
会
に
お
け
る
社
会
党
を
中
心
と
す
る
野
党
の
厳
し
い
追
及
が
、
日
米
外
交
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る（

６
）。

後
で
み
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
本
稿
で
扱
う
楢
崎
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
外
交
史
研
究
は

複
雑
な
外
交
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
り
、
社
会
党
の
追
及
に
つ
い
て
は
、
外
交
官
ら
の
証
言
や
社
会
党
議
員
に
よ
る
国

会
質
問
を
い
く
つ
か
断
片
的
に
参
照
ま
た
は
引
用
し
て
そ
の
影
響
を
指
摘
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
会
質
問
を
行
っ
た
社
会
党

議
員
が
い
か
な
る
計
画
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
実
際
に
政
府
を
ど
の
よ
う
に
追
及
し
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
数
的
に
は
少
数
の
社
会
党
議
員
に
よ
る
国
会
質
問
が
な
ぜ
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い（

７
）。

三　

本
稿
の
構
成

本
稿
で
は
、
九
州
大
学
大
学
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
楢
崎
弥
之
助
の
資
料
や
国
会
議
事
録
な
ど
を
用
い
て
、
楢
崎
の
非
核
三
原
則
に
関
す

る
国
会
質
問
を
実
証
的
に
検
証
す
る
。
ま
ず
、
楢
崎
の
経
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
た
後
、
楢
崎
が
国
会
質
問
で
用
い
た
ノ
ー
ト
か
ら
、
楢
崎
の

追
及
計
画
及
び
実
際
の
審
議
と
の
相
違
を
示
す
（
第
二
節
）。
次
に
、
楢
崎
が
実
際
に
政
府
を
ど
の
よ
う
に
追
及
し
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の

後
、
政
府
の
政
策
や
姿
勢
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
分
析
す
る
（
第
三
節
）。
つ
づ
い
て
、
楢
崎
が
国
会
質
問
で
計
画
し
て
い
た
が
、

言
及
し
な
か
っ
た
事
項
を
指
摘
す
る
（
第
四
節
）。
最
後
に
、
楢
崎
に
よ
る
追
及
を
総
括
し
、
そ
の
課
題
を
示
す
（
第
五
節
）。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、
社
会
党
に
よ
る
国
会
質
問
の
一
側
面
を
示
し
た
い
。

（法政研究 85－３・４－536）
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第
二
節　

非
核
三
原
則
に
関
す
る
楢
崎
の
追
及
計
画

一　

楢
崎
の
経
歴

こ
こ
で
は
、
楢
崎
が
一
九
六
八
年
に
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
委
員
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
を
簡
単
に
辿
り
た
い
。
楢
崎
弥
之
助（

８
）は

一
九

二
〇
年
四
月
一
一
日
、
福
岡
市
の
老
舗
呉
服
商
「
紙
弥
」
の
次
男
と
し
て
出
生
し
た
。
一
九
三
八
年
に
福
岡
県
中
学
修
猷
館
を
卒
業
し
、
一

九
四
二
年
に
は
（
旧
制
）
福
岡
高
等
学
校
文
科
甲
類
を
卒
業
し
た
。
同
年
、
京
都
帝
国
大
学
農
学
部
に
入
学
し
た
が
、
法
律
に
面
白
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
秋
に
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
に
移
籍
し
た
。
一
九
四
四
年
に
は
、
学
徒
出
陣
で
佐
世
保
海
兵
団
に
入
隊
し
、
こ
こ
で

終
戦
を
迎
え
た
。
復
員
後
の
一
九
四
五
年
に
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
法
科
を
卒
業
し
た
楢
崎
は
、
部
落
解
放
運
動
で
著
名
で
あ
っ
た
松
本

治
一
郎
の
書
生
と
な
り
、
一
九
五
〇
年
に
日
本
社
会
党
に
入
党
し
た
。
楢
崎
は
、
福
岡
に
あ
っ
た
連
合
軍
検
閲
支
隊
の
翻
訳
担
当
者
や
配
炭

公
団
の
人
事
課
等
で
勤
務
し
た
の
ち
、
一
九
五
三
年
に
社
会
党
福
岡
県
連
の
常
任
書
記
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
松
本
の
秘
書
を
務
め
な
が

ら
、
社
会
党
福
岡
県
連
の
専
従
役
員
と
し
て
活
動
し
、
三
井
三
池
闘
争
を
は
じ
め
と
す
る
九
州
で
の
労
働
組
合
運
動
に
従
事
し
た
。
一
九
六

〇
年
一
一
月
に
は
松
本
の
推
薦
に
よ
り
、
第
二
九
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
福
岡
一
区
か
ら
社
会
党
公
認
で
出
馬
し
初
当
選
し
た
。

衆
議
院
議
員
に
な
っ
た
楢
崎
は 

二
期
目
の
一
九
六
四
年
一
一
月
九
日
、
米
軍
原
子
力
潜
水
艦
シ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
が
佐
世
保
に
寄
港
す
る
こ

と
に
反
対
す
る
デ
モ
に
参
加
し
た
際
に
、
機
動
隊
員
と
も
み
合
い
に
な
り
、
公
務
執
行
妨
害
の
現
行
犯
で
逮
捕
さ
れ
た
。
戦
後
、
現
行
犯
と

し
て
逮
捕
さ
れ
た
国
会
議
員
は
、
楢
崎
が
初
め
て
で
あ
っ
た（

９
）。

こ
れ
に
よ
り
有
名
に
な
っ
た
楢
崎
は
、
一
九
六
六
年
二
月
一
八
日
、
都
合
が

つ
か
な
く
な
っ
た
社
会
党
委
員
の
代
役
と
し
て
初
め
て
予
算
委
員
会
で
質
問
に
立
っ
た
。
こ
の
時
、
楢
崎
は
社
会
党
や
共
産
党
な
ど
が
防
衛

庁
の
監
視
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
自
衛
隊
法
に
抵
触
し
て
い
る
と
追
及
し
た

（
（1
（

。
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
一
九
六
八
年
に
は
、
ま
だ
三
期
目

で
は
あ
っ
た
も
の
の
「
花
形
」
と
さ
れ
る
予
算
委
員
会
の
委
員
に
正
式
に
就
任
し
た
。

（85－３・４－537）
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二　

楢
崎
の
追
及
計
画

楢
崎
が
予
算
委
員
会
委
員
と
し
て
初
め
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、
非
核
三
原
則
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
る
。
楢
崎
は
、
佐
藤
首
相
が
「
非
核

三
原
則
」を
初
め
て
表
明
し
た
日（
一
九
六
八
年
一
月
三
〇
日
）か
ら
二
九
日
後
の
二
月
二
八
日
か
ら
非
核
三
原
則
に
つ
い
て
の
質
問
を
行
っ

て
い
る
。
以
下
は
、
一
九
六
八
年
の
第
五
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
楢
崎
が
行
っ
た
非
核
三
原
則
に
関
す
る
主
要
な
質
問
の
項
目

を
予
算
委
員
会
開
催
日
に
沿
っ
て
並
べ
た
も
の
で
あ
る
（
表
１
）。

こ
の
よ
う
に
楢
崎
は
予
算
委
員
会
で
複
数
回
、
質
問
に
立
っ
て
い
る
。
非
核
三
原
則
に
関
連
す
る
も
の
だ
け
で
も
具
体
的
な
質
問
対
象
が
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
繰
り
返
し
同
じ
対
象
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
楢
崎
が
い

か
な
る
追
及
計
画
に
基
づ
い
て
質
問
を
し
て
い
た
の
か
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
楢
崎
の
ノ
ー
ト
を
検
証
し
た
い
。
楢
崎
は
非
核
三
原
則
に
つ
い
て
政
府
を
追
及
す
る
た
め
に
追
及
計
画
を
作
成
し
て
い
た
。
こ
の

追
及
計
画
の
大
部
分
は
一
九
六
八
年
の
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
て
お
り
、
一
九
六
八
年
以
降
、
一
九
七
一
年
ま
で
の
楢
崎
の
非
核
三
原
則
に
関
す
る

追
及
は
、
基
本
的
に
一
九
六
八
年
の
追
及
計
画
に
依
拠
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
社
会
党
は
核
兵
器
に
反
対
で
あ
り
、
楢

崎
も
核
兵
器
に
反
対
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
し
か
し
、
楢
崎
は
一
九
六
八
年
当
時
か
ら
、
非
核
三
原
則
に
関
係
す
る
取
り
決
め
等
に
内
在
す
る
問
題
や
こ

れ
ら
の
問
題
を
是
正
す
る
つ
も
り
の
な
い
佐
藤
政
権
の
姿
勢
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
佐
藤
首
相
の
提
唱
す
る
非
核
三
原
則
に
は
実
効
性
が
な

く
不
可
能
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
楢
崎
は
こ
う
し
た
認
識
を
持
っ
て
は
い
た
が
、
非
核
三
原
則
に
つ
い
て
の
質
問
を
す
る
際
、

の
ち
に
検
証
す
る
よ
う
に
、
非
核
三
原
則
を
正
面
か
ら
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
楢
崎
の
追
及
や
指
摘
に
、
政
府
が
肯
定
的
に
対
応
し
、
従
う

行
動
を
し
な
い
と
非
核
三
原
則
か
ら
実
効
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
構
成
に
な
る
よ
う
に
質
問
を
組
み
立
て
て
い
た
。
以
下
の
表
は
、

そ
の
追
及
計
画
の
骨
子
で
あ
る
（
表
２

（
（1
（

）。

ま
ず
楢
崎
は
、
政
府
・
自
民
党
と
社
会
党
と
の
間
で
安
全
保
障
政
策
に
関
す
る
国
民
的
合
意
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
そ
の
基

（法政研究 85－３・４－538）
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礎
は
日
本
国
憲
法
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
た
⑴
。

そ
の
後
、
実
際
の
安
全
保
障
政
策
に
つ
い
て
は
政
府
・
自
民
党

と
社
会
党
の
間
で
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う
え

で
、
国
民
的
合
意
の
た
め
の
最
大
公
約
数
と
し
て
非
核
三
原
則

を
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
⑵
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
非
核
三
原
則
を

実
質
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
国
連
決
議
と
国
会
決
議
が

必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
予
定
で
あ
っ
た
⑶
。
続
い
て
、
楢
崎

が
非
核
三
原
則
に
内
在
す
る
大
き
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
た

事
前
協
議
制
の
細
目
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

た
⑷
。
さ
ら
に
、
楢
崎
が
持
っ
て
い
る
資
料
を
根
拠
と
し
て
核

兵
器
開
発
問
題
（
Ａ
Ｍ
Ｍ
）
を
追
及
し
⑸
、
併
せ
て
、
非
核
三

原
則
と
核
抑
止
力
の
組
み
合
わ
せ
も
追
及
す
る
予
定
で
あ
っ
た

⑹
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
Ｃ
Ｎ
（
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン
）

と
い
う
催
涙
剤
が
デ
モ
参
加
者
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
取

り
上
げ
、
佐
藤
首
相
の
政
治
姿
勢
を
批
判
し
よ
う
と
し
た
⑺
。

そ
し
て
、
最
後
に
質
問
を
総
括
す
る
結
論
を
用
意
し
て
い
た
⑻
。

（表１）第58回国会衆議院予算員会における楢崎の質問項目
予算委開催日 楢崎の主要な質問項目
1968年
2月28日

・「国民的合意」の必要性と日本国憲法の関係
・事前協議制の具体的内容
・事前協議の申出権は日米両国にあるではないか
・ゼントルメンズ・アグリーメントは文書化しないのか
・核兵器開発問題（AMM）

2月29日 ・核兵器開発問題（AMM）
・CN（クロルアセトフェノン）放水問題

3月11日 ・無害通航権と非核三原則の関係はどうなっているのか
・核兵器開発問題（AMM）
・CN放水問題

3月12日 ・無害通航権と非核三原則の関係はどうなっているのか
・米海軍の配置におけるdeploymentの意味は何か

3月13日 ・CN放水問題
3月14日 ・返還された空港の米軍使用問題
3月14日 ・核兵器開発問題（AMM）
3月15日 ・CN放水問題

・核兵器開発問題（AMM）

（85－３・４－539）
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三　

追
及
計
画
と
実
際
の
審
議
の
相
違

し
か
し
、
実
際
の
国
会
質
問
で
は
、
政
府
の
答
弁
内
容
や
そ
の
時
々
の

時
事
的
問
題
な
ど
に
よ
り
、
計
画
通
り
に
進
む
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ま
た
、
同
じ
質
問
に
対
し
て
政
府
の
答
弁
内
容
が
変
わ
る
場
合
な
ど
は
、

別
日
に
再
び
同
じ
質
問
を
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
繰
返
し
も
多
く
な
っ

て
い
る
。
以
下
の
表
３
は
、
前
掲
の
表
１
と
表
２
の
追
及
計
画
を
対
照
し

た
も
の
で
あ
る
。

以
下
の
よ
う
に
、
実
際
の
質
問
が
追
及
計
画
通
り
に
は
進
ん
で
い
な
い

こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
楢
崎
が
初
め
て
非
核
三
原
則
に
つ
い
て
の
質

問
を
行
っ
た
日
（
一
九
六
八
年
二
月
二
八
日
）
に
は
、
冒
頭
か
ら
佐
藤
首

相
と
憲
法
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
な
か
な
か
一
致
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

か
つ
政
府
に
よ
る
答
弁
で
時
間
を
多
く
使
わ
れ
た
こ
と
で
、「
⑵ 

国
民
的

合
意
の
た
め
の
「
最
大
公
約
数
」
と
し
て
の
非
核
三
原
則
」
と
「
⑶ 

国

連
決
議
と
国
会
決
議
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
は
ほ
と
ん
ど
述
べ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、「
⑷ 

事
前
協
議
制
に
つ
い
て
」
を
質
問
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
す
べ
て
の
項
目
を
質
問
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

「
⑷
―
１ 

事
前
協
議
の
申
出
権
は
日
米
両
国
に
あ
る
で
は
な
い
か
」
と

「
⑷
―
２ 

ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
は
文
書
化
し
な
い
の
か
」

（表２）楢崎の追及計画（骨子）

⑴　「国民的合意」の必要性と日本国憲法の関係
⑵　国民的合意のための「最大公約数」としての非核三原則
⑶　国連決議と国会決議の必要性
⑷　事前協議制の具体的内容
　⑷－１　事前協議の申出権は日米両国にあるのではないか
　⑷－２　ゼントルマンズ・アグリーメントは文書化しないのか
　⑷－３　米海軍に配置におけるdevelopmentの意味は何か
　⑷－４　無害通航権と非核三原則の関係はどうなっているのか
　⑷－５　核装備は、元来、事前協議の対称とはなりえないのではないか
　⑷－６　戦闘作戦行動とは何か
　⑷－７　事前協議制に対する我々の提案
⑸　核兵器開発問題（AMM）
⑹　非核三原則と核抑止力の組合せの問題
⑺　 CN（クロルアセトフェノン）放水問題
⑻　結論

（法政研究 85－３・４－540）
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を
追
及
し
た
後
、「
⑸ 

核
兵
器
開
発
問
題
（
Ａ
Ｍ
Ｍ
）」
に

移
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
質
問
の
際
、
政
府
が
、
楢
崎

の
要
求
す
る
資
料
を
提
出
で
き
ず
に
紛
糾
し
、
一
旦
休
憩
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
〇
時
間
に
及
ぶ
休
憩
の
後
、
こ
の
日

は
こ
こ
で
散
会
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
国
会
質
問
で
は
、

計
画
通
り
に
進
め
る
こ
と
は
大
変
難
し
く
、
実
際
に
は
言
及

で
き
な
か
っ
た
事
項
も
数
多
く
存
在
す
る
。
さ
ら
に
は
、
計

画
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
急
遽
、
質
問
し
た
事
項
も
存

在
す
る
。

第
三
節　

楢
崎
に
よ
る
実
際
の
追
及

一�　
「
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
」
に
対

す
る
追
及

こ
こ
で
は
、
非
核
三
原
則
と
密
接
に
関
係
す
る
三
つ
の
事

項
を
対
象
に
、
楢
崎
が
、
ど
の
よ
う
に
政
府
を
追
及
し
た
の

か
、
ま
た
、
そ
の
後
、
政
府
の
政
策
や
立
場
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
を
検
証
し
た
い
。

（表３）楢崎の質問項目と追及計画の対照
予算委
開催日

楢崎の主要な質問項目
追及計画の

番号
1968年
2月28日

・「国民的合意」の必要性と日本国憲法の関係
・事前協議制の具体的内容
・事前協議の申出権は日米両国にあるではないか
・ゼントルマンズ・アグリーメントは文書化しないのか
・核兵器開発問題（AMM）

⑴
⑷

⑷－１
⑷－２

⑸
2月29日 ・核兵器開発問題（AMM）

・CN（クロロアセトフェノン）放水問題
⑸
⑺

3月11日 ・無害通航権と非核三原則の関係はどうなっているのか
・核兵器開発問題（AMM）
・CN放水問題

⑷－４
⑸
⑺

3月12日 ・無害通航権と非核三原則の関係はどうなっているのか
・米海軍の配置におけるdeploymentの意味は何か

⑷－４
⑷－３

3月13日 ・CN放水問題 ⑺
3月14日 ・返還された空港の米軍使用問題 計画なし
3月14日 ・核兵器開発問題（AMM） ⑸
3月15日 ・CN放水問題

・核兵器開発問題（AMM）
⑺
⑸

（85－３・４－541）
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第
一
は
、
事
前
協
議
の
具
体
的
内
容
を
定
め
た
「
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
」
に
対
す
る
追
及
で
あ
る
。
非
核
三
原
則
の
う

ち
、
持
ち
込
ま
せ
ず
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
核
兵
器
を
日
本
の
領
土
、
領
空
、
領
海
内
に
持
ち
込
ま
な
い
と
合
意
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
一
九
六
〇
年
一
月
一
九
日
の
岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
に
お
い
て
、「
合
衆
国
軍
隊

の
日
本
国
へ
の
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
」、「
同
軍
隊
の
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
」、「
日
本
国
か
ら
行
わ
れ
る
戦
闘
作
戦
行
動
」
が
、

事
前
協
議
の
対
象
に
な
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
交
換
公
文
で
は
、
具
体
的
に
何
が
「
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
」
な
の

か
、
ま
た
、
何
が
「
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
」
な
の
か
が
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
政
府
は
、
こ
の
交
換
公
文
と

は
別
に
、
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
口
頭
で
の
了
解
、「
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
」
が
あ
り
、
そ
こ
で
核
兵
器
の
持
ち
込
み
が
事

前
協
議
の
対
象
に
な
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
、
と
説
明
し
て
き
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
核
兵
器
の
持
ち
込
み
が
事
前
協
議
の
対
象

に
な
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
と
い
う
口
頭
で
の
了
解
で
あ
り
、
条
約
や
交
換
公
文
な
ど
の
外
交

的
な
文
書
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
首
相
が
非
核
三
原
則
を
表
明
す
る
以
前
か
ら
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
党
は
複
数
回
に
わ
た
っ
て
、
こ
の

ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
を
文
書
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
要
求
し
て
き
た

（
（1
（

。
し
か
し
、
政
府
は
こ
の
要
求
に
つ
い
て
、
そ
の
必

要
は
な
い
と
拒
否
し
て
き
た
。

一
九
六
八
年
二
月
二
八
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
質
問
に
立
っ
た
楢
崎
も
こ
の
点
に
つ
い
て
追
及
し
た

（
（1
（

。
楢
崎
は
、
ま
ず
、「
そ
こ
で
、

こ
の
三
原
則
の
実
効
性
を
持
た
せ
る
一
番
大
き
な
問
題
の
一
つ
は
、
や
は
り
事
前
協
議
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
後
、
事
前
協
議

の
具
体
的
問
題
に
入
っ
て
い
っ
た

（
（1
（

。
そ
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
が
、
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
で
あ
る
。
楢
崎
は
、
核

兵
器
の
持
ち
込
み
が
事
前
協
議
の
対
象
に
な
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
根
拠
が
、
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
し
か
な

い
こ
と
を
問
題
視
し
、
次
の
よ
う
に
疑
問
を
呈
し
た
。

（法政研究 85－３・４－542）
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こ
れ
こ
そ
私
は
ア
メ
リ
カ
と
十
分
コ
ミ
ッ
ト
し
、
条
約
的
な
効
果
を
持
た
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を

決
め
て
い
る
の
は
い
っ
た
い
何
で
す
か
。
何
で
す
。
条
約
は
な
い
ん
で
す
。
口
約
束
で
し
ょ
う

（
（1
（

。

こ
の
よ
う
に
非
核
三
原
則
と
連
関
さ
せ
て
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
の
問
題
を
追
及
し
た
の
は
楢
崎
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
政
府
側
の
政
府
委
員
は
、
交
換
公
文
自
体
が
条
約
的
効
果
を
持
っ
て
い
る
と
答
弁
し
た
。
当
然
、
楢
崎
は
こ
れ
に
納
得
せ
ず
、

こ
れ
で
は
事
前
協
議
の
実
効
性
が
な
く
な
る
と
批
判
し
た
。

こ
の
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
が
条
約
的
な
効
果
を
持
た
な
い
と
、
具
体
的
な
場
合
に
は
何
に
も
な
ら
な
い
ん
で
す
。（
中

略
）
交
換
公
文
が
い
か
に
条
約
的
な
効
果
を
持
っ
て
お
っ
て
も
具
体
的
な
問
題
の
場
合
に
は
役
に
立
た
な
い
。
事
前
協
議
は
空
洞
化
だ

と
い
う
の
は
ま
さ
に
そ
こ
な
ん
で
す

（
（1
（

。

そ
し
て
、
楢
崎
は
、
こ
れ
ま
で
答
弁
し
て
い
た
政
府
委
員
で
は
な
く
、
佐
藤
首
相
に
対
し
「
私
は
建
設
的
に
ご
提
案
を
申
し
上
げ
ま
す
」

と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
要
求
し
た
。

こ
の
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
は
八
年
前
の
国
際
情
勢
、
科
学
技
術
の
段
階
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
あ
な
た
は
沖
縄

の
問
題
に
つ
い
て
は
両
三
年
の
間
に
─
─
三
つ
の
条
件
を
あ
げ
ら
れ
た
う
ち
の
重
要
な
一
つ
と
し
て
科
学
技
術
の
変
化
と
い
う
こ
と
を

あ
げ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
両
三
年
内
で
も
あ
な
た
は
あ
げ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
八
年
前
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の

種
の
重
大
な
問
題
に
つ
い
て
、
い
ま
ア
メ
リ
カ
と
具
体
的
に
こ
れ
を
改
定
す
る
、
そ
し
て
そ
れ
を
文
書
化
す
る
、（
中
略
）
や
る
と
い

う
意
思
は
あ
り
ま
せ
ん
か

（
（1
（

。
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こ
の
よ
う
に
楢
崎
は
過
去
の
佐
藤
の
発
言
に
ふ
れ
な
が
ら
、
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
の
改
定
と
文
書
化
を
要
求
し
た
。
佐
藤

の
発
言
と
は
一
九
六
七
年
一
二
月
一
六
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
の
発
言
で
あ
る
。
こ
の
時
、
佐
藤
は
、
返
還
後
の
沖
縄
に
核
兵
器
が
配
備

さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
返
還
ま
で
の
両
三
年
の
う
ち
に
国
際
情
勢
の
変
化
、
世
論
の
変
化
、
科
学
技
術
の
進
歩
が
あ
る
の
で
、
現
時

点
で
決
め
る
の
は
適
切
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
た

（
（1
（

。
楢
崎
は
、
佐
藤
に
対
し
て
、
沖
縄
の
核
兵
器
に
つ
い
て
は
両
三
年
内
の
科
学
技
術
の
進
歩

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
八
年
前
の
科
学
技
術
の
段
階
で
つ
く
ら
れ
た
核
兵
器
に
関
す
る
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ

ン
ト
を
現
在
に
合
っ
た
も
の
に
改
訂
し
文
書
化
し
な
い
の
か
、
と
迫
っ
た
の
で
あ
る
。
続
け
て
、
楢
崎
は
、
も
し
こ
う
い
う
意
思
が
な
い
な
ら

ば
、「
沖
縄
の
場
合
も
両
三
年
も
た
っ
て
も
科
学
技
術
の
変
化
は
な
い
の
だ
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
」
と
畳
み
か
け
て
い
る

（
（2
（

。

佐
藤
は
こ
れ
に
「
十
分
善
処
す
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
ま
い
に
返
答
し
た
が

（
（2
（

、
こ
の
や
り
取
り
か
ら
約
二
か
月
後
の
一
九
六

八
年
四
月
二
五
日
、
政
府
は
こ
れ
ま
で
文
書
化
し
て
こ
な
か
っ
た
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
を
文
書
に
し
て
国
会
に
提
出
し
た
。

こ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
の
口
頭
で
の
了
解
を
八
年
後
に
文
書
化
す
る
と
い
う
異
例
の
対
応
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
に
は
、
事
前
協
議
の
対
象

と
し
て
「
核
弾
頭
及
び
中
・
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
持
ち
込
み
並
び
に
そ
れ
ら
の
基
地
の
建
設
」
が
明
記
さ
れ
て
い
た

（
（2
（

。
こ
れ
以
降
、
こ
の
文

書
は
「
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
口
頭
了
解
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
（2
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
楢
崎
は
、
非
核
三
原
則
と
い
う
政
府
方
針
や
首
相
の
過
去
の
発
言
に
連
関
さ
せ
る
形
で
、
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー

メ
ン
ト
の
文
書
化
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
、
政
府
は
文
書
化
の
必
要
は
な
い
と
い
う
従
来
の
立
場
を
変
更
し
、
文
書
化
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。
正
確
に
は
、
楢
崎
が
現
状
に
合
っ
た
も
の
に
改
定
し
た
上
で
の
文
書
化
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
楢
崎
の
要
求

を
完
全
に
満
た
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
八
年
間
に
亘
っ
て
政
府
が
と
っ
て
き
た
方
針
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
う

し
た
経
緯
は
、
楢
崎
の
追
及
に
よ
っ
て
文
書
化
さ
れ
た
と
い
う
直
接
的
な
因
果
関
係
を
示
す
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
非
核
三
原
則
と
連
関

さ
せ
て
文
書
化
を
要
求
し
た
の
は
楢
崎
が
初
め
て
で
あ
り
、
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
楢
崎
は
、
非
核
三
原
則
が
表
明
さ

れ
て
か
ら
二
九
日
後
に
、
い
ち
早
く
こ
れ
と
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
の
問
題
、
さ
ら
に
は
佐
藤
の
過
去
の
発
言
を
連
関
さ
せ
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て
質
問
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

核
兵
器
開
発
費
を
計
上
し
た
予
算
案
に
対
す
る
追
及

第
二
は
、
政
府
が
核
兵
器
開
発
費
を
計
上
し
た
予
算
案
に
対
す
る
追
及
で
あ
る
。
戦
後
、
政
府
は
、
核
兵
器
を
開
発
す
る
こ
と
は
な
い
と

明
言
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
楢
崎
は
自
ら
が
持
つ
資
料
を
根
拠
と
し
て
、
自
衛
隊
の
核
兵
器
開
発
計
画
を
追
及
し
た
。

第
一
の
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
の
文
書
化
を
要
求
し
た
日
と
同
じ
日
に
楢
崎
は
、
自
衛
隊
の
装
備
に
つ
い
て
「
こ
う
い
う

装
備
状
態
で
あ
な
た
が
三
原
則
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
、
は
た
し
て
信
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
が
心
配
な
ん
で
す
」
と
述
べ
た

後
、
Ａ
Ｍ
Ｍ
や
Ａ
Ｂ
Ｍ
と
い
う
単
語
を
持
ち
出
し
、
日
本
が
将
来
こ
れ
ら
の
兵
器
を
装
備
す
る
考
え
が
あ
る
か
ど
う
か
を
質
問
し
た

（
（2
（

。
Ａ
Ｍ

Ｍ
と
は
ア
ン
チ
・
ミ
サ
イ
ル
・
ミ
サ
イ
ル
の
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
は
ア
ン
チ
・
バ
リ
ス
テ
ッ
ク
・
ミ
サ
イ
ル
の
略
で
あ
り
、
両
者
と
も
に
発
射
さ
れ
た

ミ
サ
イ
ル
を
迎
撃
す
る
た
め
の
ミ
サ
イ
ル
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
当
時
の
技
術
水
準
で
は
、
こ
れ
ら
は
必
然
的
に
核
ミ
サ
イ
ル
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
政
府
は
関
心
が
な
い
と
返
答
し
た

（
（2
（

。

政
府
に
関
心
が
な
い
と
答
弁
さ
せ
た
あ
と
、
楢
崎
は
自
ら
の
持
つ
「
第
三
次
防
衛
力
整
備
計
画
技
術
研
究
開
発
計
画
（
案
）」（
昭
和
四

一
年
四
月
一
四
日
決
裁
）
を
開
示
す
る
よ
う
に
要
求
し
た

（
（2
（

。
こ
の
資
料
に
は
Ａ
Ｍ
Ｍ
の
研
究
開
発
費
が
計
上
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
唐
突
な
要

求
に
対
し
、
政
府
は
そ
れ
が
機
密
で
あ
り
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
答
弁
し
た
。
し
か
し
、
楢
崎
は
こ
れ
に
納
得
せ
ず
、
非
核
三
原
則
と
連
関

さ
せ
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。

い
ま
問
題
に
し
て
お
る
の
は
、
総
理
の
非
核
三
原
則
の
提
唱
と
現
実
の
自
衛
隊
の
装
備
が
矛
盾
し
て
お
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
を

私
は
明
ら
か
に
し
た
い
の
で
す
。
つ
ま
り
問
題
は
核
の
問
題
で
す
。（
中
略
）
私
は
こ
の
内
容
が
国
会
で
わ
れ
わ
れ
が
審
議
で
き
な
い
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な
ら
ば
、
こ
れ
は
理
事
会
を
開
い
て
い
た
だ
い
て
こ
の
点
を
明
確
に
し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
国
民
の
前
に
秘
密
裏
に
事
が
行
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る

（
（2
（

。

し
か
し
、
政
府
は
楢
崎
の
要
求
す
る
資
料
を
開
示
す
る
こ
と
に
消
極
的
な
考
え
を
示
し
、
予
算
委
員
会
は
紛
糾
し
た
。
そ
し
て
、
暫
時
休

憩
に
入
り
、
約
一
〇
時
間
後
の
午
後
一
〇
時
一
三
分
に
こ
の
日
は
散
会
と
な
っ
た
。
翌
日
に
再
開
さ
れ
た
予
算
委
員
会
で
、
政
府
は
よ
う
や

く
楢
崎
が
要
求
す
る
資
料
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、
政
府
が
提
出
し
た
資
料
に
は
楢
崎
が
指
摘
し
た
Ａ
Ｍ
Ｍ
の
研
究
開
発
費
だ
け
が
削
除
さ

れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
政
府
の
態
度
に
楢
崎
は
強
く
反
発
し
た
。

一
日
を
あ
な
た
方
自
身
が
空
費
し
た
の
で
す
よ
。
徹
夜
を
し
て
、
そ
の
分
だ
け
抜
け
て
数
字
を
合
わ
し
て
、
本
日
こ
こ
に
こ
う
い
う
で

た
ら
め
な
も
の
を
出
し
て
き
た
。
こ
れ
は
許
し
ま
せ
ん
よ
。
私
は
許
し
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
佐
藤
総
理
が
幾
ら
非
核
三
原
則

な
ん
て
言
わ
れ
た
っ
て
、
国
民
は
ど
う
し
て
信
用
で
き
ま
す
か

（
（2
（

。

楢
崎
の
発
言
に
対
し
て
、
増
田
甲
子
七
防
衛
庁
長
官
は
「
あ
る
段
階
に
お
き
ま
し
て
は
今
の
文
書
は
公
文
書
と
し
て
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
草
案
の
見
地
か
ら
見
れ
ば
六
、
七
回
変
わ
っ
た
草
案
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
、
Ａ
Ｍ
Ｍ
の
研
究
開
発
費
を
計
上
し

た
予
算
案
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
草
案
段
階
の
も
の
で
あ
る
と
し
た

（
（2
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
楢
崎
は
自
ら
の
持
つ
資
料
を
根
拠
と
し
て
、
非
核
三
原
則
と
連
関
さ
せ
つ
つ
、
核
兵
器
研
究
開
発
計
画
の
存
在
を
追
及

し
た
。
政
府
は
機
密
を
盾
に
資
料
の
開
示
を
拒
ん
だ
が
、
結
局
は
、
楢
崎
の
持
つ
資
料
が
公
文
書
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
草

案
段
階
で
は
あ
る
も
の
の
核
兵
器
で
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｍ
の
研
究
開
発
費
を
計
上
し
た
予
算
案
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た

（
（3
（

。
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三　

無
害
通
航
権
と
非
核
三
原
則
の
関
係
に
対
す
る
追
及

第
三
は
、
無
害
通
航
権
と
非
核
三
原
則
の
関
係
に
対
す
る
追
及
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
核
兵
器
搭
載
艦
が
日
本
国

の
領
海
を
通
航
す
る
場
合
、
非
核
三
原
則
が
あ
っ
て
も
国
際
法
上
認
め
ら
れ
た
無
害
通
航
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
認
め
る
と
い
う
立
場
を
と
っ

て
き
た
。
い
わ
ば
、
非
核
三
原
則
よ
り
も
無
害
通
航
権
が
優
先
す
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
八
年
三
月
一
一
日
、
楢
崎
は
こ
の
点
に
つ
い
て
追
及
し
た
。
非
核
三
原
則
が
表
明
さ
れ
て
以
降
、
こ
れ
を
追
及
し
た
の
は
楢
崎
が

初
め
て
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
楢
崎
は
、
三
木
武
夫
外
相
に
対
し
て
「
ポ
ラ
リ
ス
が
領
海
内
に
入
っ
て
く
る
こ
と
は
、
無
害
航
行
の
場
合
は

い
い
と
い
う
の
で
す
か
」
と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
三
木
は
、「
そ
れ
は
領
海
の
無
害
航
行
の
場
合
は
い
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
答
え
た

（
（3
（

。
こ
こ
ま
で
は
、
従
来
の
政
府
見
解
の
通
り
で
あ
る
。
次
に
、
楢
崎
は
、
佐
藤
首
相
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
立
場
は
非
核
三
原
則

の
見
地
か
ら
見
て
問
題
だ
と
追
及
し
た
。

全
く
、
総
理
、
だ
か
ら
私
は
重
大
だ
と
思
っ
た
の
で
す
よ
。
無
害
航
行
と
い
う
名
に
よ
っ
て
領
海
に
入
っ
て
く
る
こ
と
は
お
認
め
に
な

る
の
で
し
ょ
う
。（
中
略
）
こ
れ
は
非
常
に
危
険
な
解
釈
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
じ
ゃ
、
あ
な
た
の
お
っ
し
ゃ
る
非
核
三
原
則
と
完
全

に
矛
盾
す
る
。
こ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
重
要
な
問
題
で
す
か
ら
、
も
う
一
度
総
理
の
ご
見
解
を
承
り
た
い
と
思
い
ま
す

（
（3
（

こ
れ
に
対
し
、
佐
藤
は
、
無
害
通
航
権
は
国
際
法
上
認
め
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
た
め
「
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の

領
海
の
無
害
航
行
、
こ
れ
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
と
答
弁
し
た

（
（3
（

。
こ
の
日
は
、
こ
れ
以
上
の
進
展
は
な
く
、
従

来
の
政
府
の
立
場
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
楢
崎
は
翌
日
も
こ
の
問
題
を
追
及
し
た
。
こ
の
時
に
、
楢
崎
が
持
ち
出
し
た
の
は
、
当

時
の
国
会
で
審
議
中
で
あ
っ
た
「
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
条
約
」
で
あ
る
。
楢
崎
は
、
核
兵
器
搭
載
艦
の
領
海
の
通
航
に
つ
い
て
は
、
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こ
の
条
約
の
第
二
三
条
を
根
拠
に
断
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
た
。
第
二
三
条
は
「
軍
艦
が
領
海
の
通
航
に
関
す
る
沿
岸
国
の
規
則
を
遵

守
せ
ず
、
か
つ
、
そ
の
軍
艦
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
遵
守
の
要
請
を
無
視
し
た
場
合
に
は
、
沿
岸
国
は
、
そ
の
軍
艦
に
対
し
領
海
か
ら
退
去

す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
下
は
、
楢
崎
の
質
問
で
あ
る
。

「
領
海
の
通
航
に
関
す
る
沿
岸
国
」
つ
ま
り
私
が
指
摘
し
て
お
る
こ
の
具
体
的
な
例
で
は
日
本
で
す
。
日
本
が
領
海
の
通
航
に
関
し
て

何
か
規
則
を
持
っ
て
お
っ
た
と
き
に
は
そ
れ
を
守
る
、
こ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。（
中
略
）
そ
の
条
項
に
照
ら
し
て
、
核
装
備
艦
は
領

海
に
入
っ
て
は
困
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
、
こ
の
二
三
条
で

（
（3
（

。

こ
れ
に
対
し
三
木
外
相
は
、
無
害
通
航
に
つ
い
て
「
…
国
際
法
上
認
め
ら
れ
て
お
る
ん
で
す
か
ら
。
核
を
積
ん
で
お
る
も
の
も
、
そ
れ
は

な
い
と
は
言
え
な
い
」
と
楢
崎
の
考
え
に
は
同
調
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
（3
（

。
し
か
し
、
楢
崎
は
こ
れ
に
納
得
せ
ず
、
再
度
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。

政
策
的
に
あ
な
た
は
、
い
や
、
そ
れ
は
無
害
航
行
だ
か
ら
い
い
と
お
っ
し
ゃ
る
。
し
か
し
、
私
は
法
的
に
も
そ
れ
は
困
る
と
い
う
こ
と

は
言
え
る
で
は
な
い
か
、
決
し
て
国
際
法
に
違
反
し
な
い
の
だ
、
こ
れ
を
私
は
言
っ
て
い
る
。
二
三
条
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る

と
思
う
の
で
す
ね

（
（3
（

。

三
木
外
相
は
こ
れ
に
対
し
明
確
な
返
答
は
せ
ず
、
国
際
法
上
認
め
ら
れ
た
無
害
通
航
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
説
明
を
繰
り
返
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
約
一
か
月
後
の
一
九
六
八
年
四
月
一
七
日
、
三
木
外
相
は
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
「
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
そ
の
他
核
兵
器
を
常

備
し
て
お
る
軍
艦
の
航
行
は
無
害
通
航
と
は
考
え
な
い
。
原
則
と
し
て
こ
れ
を
許
可
し
な
い
権
利
を
留
保
し
た
い
と
思
い
ま
す
」と
答
弁
し
、
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こ
れ
ま
で
の
政
府
の
立
場
を
変
更
し
た

（
（3
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
楢
崎
は
、
非
核
三
原
則
よ
り
も
無
害
通
航
権
が
優
先
す
る
と
い
う
政
府
の
立
場
に
つ
い
て
、
非
核
三
原
則
を
考
え
れ
ば

問
題
で
あ
り
、
こ
の
立
場
を
変
え
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
そ
の
際
に
、
楢
崎
が
利
用
し
た
の
は
、
当
時
の
国
会
で
審
議
中
で
あ
っ
た
「
領
海

及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
条
約
」
の
第
二
三
条
で
あ
る
。
楢
崎
は
、
こ
の
第
二
三
条
に
基
づ
け
ば
、
領
海
内
に
お
け
る
核
搭
載
艦
の
無
害
通

航
を
拒
否
で
き
る
の
に
、
そ
れ
を
し
な
い
の
は
非
核
三
原
則
を
唱
え
る
政
府
の
姿
勢
か
ら
み
て
問
題
だ
と
追
及
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

政
府
は
こ
れ
ま
で
の
立
場
を
変
更
し
、
核
搭
載
艦
に
つ
い
て
は
無
害
通
航
権
よ
り
も
非
核
三
原
則
が
優
先
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
こ
と
に

な
っ
た

（
（3
（

。
こ
れ
も
楢
崎
に
よ
る
追
及
が
政
府
の
立
場
を
変
更
さ
せ
る
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
四
節　

楢
崎
が
言
及
し
な
か
っ
た
事
項

一　

国
民
的
合
意
の
た
め
の
「
最
大
公
約
数
」
と
し
て
の
非
核
三
原
則

こ
こ
で
は
、
楢
崎
が
非
核
三
原
則
に
関
す
る
質
問
の
中
で
計
画
し
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
検
証
し

た
い
。
第
二
節
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
実
際
の
国
会
質
問
で
は
、
政
府
の
答
弁
や
そ
の
時
々
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
計
画
通
り
に
進
む
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
た
め
、
計
画
は
し
て
い
た
が
、
言
及
し
な
か
っ
た
事
項
も
数
多
く
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
事
項
の
う
ち
三

つ
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
言
及
し
な
か
っ
た
こ
と
で
い
か
な
る
問
題
が
生
じ
た
か
も
指
摘
し
た
い
。

第
一
は
、
国
民
的
合
意
の
た
め
の
「
最
大
公
約
数
」
と
し
て
の
非
核
三
原
則
に
つ
い
て
で
あ
る
。
当
時
、
与
党
で
あ
る
自
民
党
は
自
衛
隊
・

日
米
安
保
を
中
心
と
し
た
安
全
保
障
政
策
を
提
唱
し
、
最
大
野
党
で
あ
る
社
会
党
は
非
武
装
中
立
を
安
全
保
障
政
策
と
し
て
提
唱
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
安
全
保
障
政
策
に
お
け
る
両
党
の
隔
た
り
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
楢
崎
は
国
会
で
非
核
三
原
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則
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
非
核
三
原
則
を
取
り
上
げ
る
の
か
に
つ
い
て
の
説
明
を
考
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
自
民
党

と
社
会
党
と
の
間
で
安
全
保
障
政
策
に
お
け
る
隔
た
り
は
大
き
い
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
中
で
も
国
民
的
合
意
に
達
す
る
た
め

に
非
核
三
原
則
を
「
最
大
公
約
数
」
と
し
て
位
置
付
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
安
全
保
障
政
策
に
お
け
る
「
国
民
的
合
意
」
と

い
う
言
葉
は
、
佐
藤
首
相
が
一
九
六
八
年
一
月
三
〇
日
の
代
表
質
問
に
対
す
る
答
弁
の
中
で
使
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
佐
藤
は
、
安

全
保
障
に
つ
い
て
「
重
大
な
国
家
利
益
の
観
点
」
か
ら
「
国
民
的
合
意
」
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た

（
（3
（

。
楢
崎
が
「
国
民
的
合
意
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
た
の
は
、
佐
藤
の
発
言
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
は
楢
崎
の
ノ
ー
ト
の
記
述
で
あ
る
。

　

国
民
的
合
意
へ
の
道
、
即
ち
可
能
性
は
、
ま
ず
憲
法
を
基
礎
と
し
、
そ
の
憲
法
の
精
神
に
照
合
し
な
が
ら
、
最
小
限
、
国
民
的
背
景

な
り
願
望
で
一
致
し
う
る
最
低
限
、
即
ち
最
大
公
約
数
を
求
め
な
が
ら
、
そ
の
僅
か
な
合
意
を
積
み
重
ね
る
努
力
の
中
か
ら
可
能
性
を

追
求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）

　

し
た
が
っ
て
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
日
本
の
安
全
保
障
に
対
す
る
最
大
公
約
数
と
し
て
の
国
民
的
合
意
と
い
う
も
の
は
、

こ
の
日
米
安
保
体
制
の
中
か
ら
国
民
全
部
が
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
る
「
危
険
な
要
素
」
を
一
つ
一
つ
取
り
除

い
て
い
く
と
い
う
現
実
的
姿
勢
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
し
、
国
民
が
期
待
す
る
国
会
に
お
け
る
安
保
論
争
も
ま
た
、
そ
う
い
う
観
点

か
ら
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
安
保
条
約
に
賛
成
す
る
人
で
も
こ
の
こ
と
は
望
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
安
保
体
制
下
で
も
戦
争
の
不
安
を
な
く
す
と
い
う
国
民
的
願
望
に
応
え
て
佐
藤
内
閣
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
非
核
三
原
則
の
確
立
、
即
ち
非
核
三
原
則
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す

（
（4
（

。

以
上
の
よ
う
に
楢
崎
は
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
の
国
民
的
合
意
の
た
め
に
は
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
な
要
素
を
一
つ
一
つ
取
り
除

い
て
い
く
「
現
実
的
姿
勢
」
が
必
要
で
あ
り
、
最
低
限
一
致
し
う
る
「
最
大
公
約
数
」
を
求
め
な
が
ら
僅
か
な
合
意
を
積
み
重
ね
る
努
力
の
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重
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
「
最
大
公
約
数
」
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
の
が
「
非
核
三
原
則
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
楢
崎

は
国
会
質
問
の
中
で
、
非
核
三
原
則
と
い
う
言
葉
は
何
度
も
使
っ
て
い
る
も
の
の
、
最
大
公
約
数
と
い
う
言
葉
は
一
度
も
使
っ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
国
民
的
合
意
に
達
す
る
た
め
の
「
最
大
公
約
数
」
と
し
て
非
核
三
原
則
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
説
明
が
は
っ
き
り
と
明
言
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
楢
崎
に
と
っ
て
は
、
政
府
と
具
体
的
な
議
論
を
す
る
の
に
多
く
の
時
間
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、
自
ら
の
考

え
方
を
説
明
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
楢
崎
が
な
ぜ
非

核
三
原
則
に
つ
い
て
何
度
も
質
問
し
て
い
る
の
か
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

二　

核
戦
略
部
隊
を
事
前
協
議
の
対
象
に
す
る
必
要
性

第
二
は
、
核
戦
略
部
隊
を
事
前
協
議
の
対
象
に
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
楢
崎
は
、
事
前
協
議
の
問
題
点
に
つ
い
て
詳
細
な
議
論

を
政
府
と
長
時
間
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
六
八
年
の
楢
崎
の
ノ
ー
ト
に
は
、
核
戦
略
部
隊
を
事
前
協
議
の
対
象
に

し
な
け
れ
ば
、
有
意
義
な
議
論
に
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
核
装
備
と
い
う
の
は
元
来
、
事
前
協
議
の
対
称

（
（4
（

と
は
な
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
何
故
な
ら
、

　

Ａ　

は
づ
す

（
（4
（

と
い
う
こ
と
は
核
抑
止
力
の
否
定
に
な
る

　

Ｂ　

マ
ク
マ
ホ
ン
法
で
秘
密
事
項
と
し
て
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る

　

Ｃ　

戦
術
的
に
い
っ
て
た
と
え
核
装
備
を
し
て
い
て
も
、
い
う
は
づ
が
な
い

　

Ｄ　

�

結
局
、
日
本
と
し
て
は
全
く
知
ら
な
い
と
い
う
建
前
で
の
黙
認
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
さ
に
事
前
協
議
の
抜
け
道
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
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・
わ
れ
わ
れ
の
考
え
方

　
�　

核
を
は
づ
す
と
か
、
は
づ
さ
な
い
と
か
い
う
論
戦
は
不
毛
の
論
戦
で
全
く
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。「
疑
わ
し
き
は
入
れ
ず
」
と
い

う
方
針
、
即
ち
核
弾
頭
の
有
無
よ
り
も
、
核
戦
略
部
隊
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
、
対
称
に
し
な
け
れ
ば
、
事
前
協
議
の
意
味
は
な
く
、

全
く
抜
け
道
に
な
る
の
で
は
な
い
か

（
（4
（

。

こ
の
よ
う
に
楢
崎
は
、
ア
メ
リ
カ
の
法
律
的
に
、
ま
た
軍
事
的
に
も
核
装
備
（
核
弾
頭
）
の
有
無
が
事
前
協
議
の
対
象
に
な
り
え
な
い
こ
と

を
正
確
に
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
核
弾
頭
の
有
無
は
議
論
で
き
ず
、
核
戦
略
部
隊
を
対
象
に
し
な
け
れ
ば
事
前
協
議
の
意
味
は
な
い
と

考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
国
会
質
問
の
場
で
説
明
し
、
核
戦
略
部
隊
を
事
前
協
議
の
対
象
に
す
る
よ
う
要
求
は
し
な
か
っ
た
。

こ
の
結
果
、
一
九
七
一
年
一
一
月
一
六
日
か
ら
楢
崎
が
追
及
し
た
米
軍
岩
国
基
地
の
核
兵
器
貯
蔵
疑
惑
で
、
政
府
と
有
意
義
な
議
論
が
で

き
な
く
な
っ
た
。
楢
崎
は
、
こ
の
日
、
米
軍
岩
国
基
地
に
米
軍
の
核
兵
器
貯
蔵
庫
保
安
要
領
に
合
致
し
た
特
徴
を
持
つ
倉
庫
が
あ
る
こ
と
を

示
す
写
真
や
核
兵
器
を
取
扱
う
部
署
の
電
話
番
号
が
掲
載
さ
れ
た
電
話
帳
な
ど
根
拠
に
、
米
軍
岩
国
基
地
に
核
兵
器
が
持
ち
こ
ま
れ
て
い
る

と
指
摘
し
た
。
楢
崎
の
指
摘
は
、「
核
戦
略
部
隊
」
が
米
軍
岩
国
基
地
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
濃
厚
に
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
に
対
し
、
翌
日
、
政
府
は
、
楢
崎
が
核
兵
器
貯
蔵
庫
と
指
摘
し
た
倉
庫
に
は
、
機
関
砲
の
砲
弾
が
貯
蔵
さ
れ
て
お
り
、
日
本
国
内

に
米
軍
の
核
兵
器
は
な
い
と
い
う
報
告
を
米
軍
か
ら
受
け
た
と
答
弁
し
た

（
（4
（

。
そ
し
て
、
福
田
赳
夫
外
相
は
「
つ
ま
り
、
わ
が
国
が
事
前
協
議

の
対
象
と
し
て
お
る
も
の
は
何
だ
、
こ
う
い
い
ま
す
と
、
核
弾
頭
及
び
中
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
、
こ
の
二
つ
で
あ
る
。
こ
の
持
ち
込
み
が
対
象

と
な
る
」
と
述
べ
た

（
（4
（

。
こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
楢
崎
が
文
書
化
を
要
求
し
た
「
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
口
頭
了
解
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
楢
崎
は
「
わ
れ
わ
れ
は
、
核
抜
き
と
い
う
の
が
、
単
に
核
弾
頭
の
つ
い
た
兵
器
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
承
っ

て
、
私
は
い
ま
び
っ
く
り
し
た
の
で
す
。
政
府
が
い
う
核
抜
き
と
は
核
弾
頭
だ
け
が
な
か
っ
た
ら
そ
れ
で
い
い
ん
だ
と
い
う
お
考
え
な
ら
ば
、

私
は
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
反
論
し
た
が
、
こ
れ
以
降
、
政
府
と
か
み
合
っ
た
議
論
は
な
さ
れ
な
か
っ
た

（
（4
（

。
こ
の
よ
う
に
、
楢
崎
は
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一
九
六
八
年
の
時
点
で
核
弾
頭
が
事
前
協
議
の
対
象
に
は
な
り
え
ず
、
核
戦
略
部
隊
を
対
象
に
し
な
け
れ
ば
事
前
協
議
の
意
味
は
な
い
と
認

識
し
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
自
ら
が
認
識
し
て
い
た
事
前
協
議
の
「
抜
け
道
」
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
に
失
敗
し
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

三　

非
核
三
原
則
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
の
提
案

第
三
は
、
楢
崎
が
結
論
と
す
る
部
分
で
あ
る
。
楢
崎
は
ノ
ー
ト
に
自
身
の
質
問
の
結
論
部
分
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　

以
上
、 

四
つ
の
項
目

（
（4
（

に
わ
た
っ
て
、
総
理
の
い
う
非
核
三
原
則
が
、
い
か
に
実
効
性
が
な
く
、
虚
偽
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
か
を
具

体
的
に
立
証
し
た
。
も
し
虚
偽
で
な
い
と
言
う
な
ら
、
三
原
則
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
以
下
の
点
に
つ
い
て
、
誠

意
あ
る
解
答
を
与
え
ら
れ
た
い
。

　

①
国
連
決
議
と
国
会
決
議
に
総
理
総
裁
と
し
て
成
立
に
協
力
し
、
誠
意
を
示
す
こ
と

　

②
事
前
協
議
制
の
平
等
性
確
立
と
積
極
的
活
用
、
運
営
に
努
力
す
る
こ
と

　

③
非
核
、
核
両
用
兵
器
は
持
た
な
い
こ
と

以
上
の
よ
う
な
三
点
ぐ
ら
い
の
こ
と
が
、
な
ぜ
出
来
な
い
の
か

（
（4
（

。

こ
れ
は
楢
崎
の
非
核
三
原
則
に
関
す
る
質
問
の
結
論
で
あ
る
と
と
も
に
、
非
核
三
原
則
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
の
提
案
と
も
言
え
る
。

し
か
し
、
楢
崎
は
こ
の
部
分
を
国
会
質
問
の
場
で
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
こ
の
背
景
に
も
、
個
別
の
質
問
で
多
く
の
時
間
を
費
や
し
、
時

間
的
余
裕
を
失
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
部
分
が
省
か
れ
た
こ
と
で
、
楢
崎
が
、
非
核
三
原
則
を
実
効
性
の
あ
る
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も
の
に
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
国
連
決
議
や
国
会
決
議
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
事
前
協
議
を
意
味
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
は
、
非
核
、
核
両
用
兵
器
以
外
に
ど
の
よ
う
な
兵
器
を
持

て
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
自
ら
の
提
案
に
関
す
る
建
設
的
な
議
論
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
自
ら
の
提
案
で
は
な

く
政
府
が
提
唱
す
る
政
策
に
議
論
が
集
中
し
、
楢
崎
の
質
問
の
中
で
政
府
に
対
す
る
批
判
が
大
き
く
目
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
五
節　

お
わ
り
に

以
上
の
議
論
を
要
約
し
た
い
。
社
会
党
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
策
、
政
党
組
織
、
労
働
組
合
に
注
目
が
集
ま
る
一

方
で
、
社
会
党
が
行
っ
て
き
た
国
会
質
問
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
関
心
が
持
た
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
対
照
的
に
、
外
交
史
研
究
で
は
、
社
会
党

議
員
に
よ
る
国
会
質
問
が
外
交
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
社
会
党
の
側
に
注
目
し
て
そ
の
追
及
計
画
や
実
際

に
ど
の
よ
う
に
政
府
を
追
及
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
検
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
（
第
一
節
）。
続
い
て
、
政
府
へ
の
鋭
い
追
及

で
「
国
会
の
爆
弾
男
」
と
呼
ば
れ
た
楢
崎
弥
之
助
が
国
会
質
問
で
用
い
た
ノ
ー
ト
か
ら
、
非
核
三
原
則
に
関
す
る
楢
崎
の
追
及
計
画
と
実
際

の
国
会
質
問
を
比
較
検
証
し
、
そ
の
相
違
を
示
し
た
（
第
二
節
）。
次
に
、
楢
崎
に
よ
る
実
際
の
追
及
と
そ
の
後
の
変
化
を
検
証
し
た
。
第

一
は
「
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
」
の
文
書
化
で
あ
り
、
第
二
は
日
本
に
お
け
る
核
兵
器
研
究
開
発
計
画
の
存
在
で
あ
り
、
第

三
は
無
害
通
航
権
に
対
す
る
非
核
三
原
則
の
優
先
で
あ
る
。
ま
た
、
楢
崎
が
非
核
三
原
則
と
連
関
さ
せ
な
が
ら
こ
れ
ら
を
追
及
し
て
い
た
こ

と
を
指
摘
し
た
（
第
三
節
）。
こ
の
後
、
楢
崎
が
計
画
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
事
項
を
検
証
し
た
。
第
一
は
国
民
的
合

意
の
た
め
の
最
大
公
約
数
と
し
て
非
核
三
原
則
を
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
核
戦
略
部
隊
を
事
前
協
議
の
対
象
に
す
る
必
要

性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
非
核
三
原
則
を
実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
提
案
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
を
言
及

し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
問
題
も
示
し
た
（
第
四
節
）。
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最
後
に
、
楢
崎
に
よ
る
国
会
質
問
を
総
括
し
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
楢
崎
は
非
核
三
原
則
に
つ
い
て

の
追
及
を
、「
花
形
」
と
さ
れ
る
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
場
で
行
っ
て
き
た
。
本
来
、
予
算
委
員
会
が
予
算
に
つ
い
て
審
議
す
る
場
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
毎
年
度
予
算
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
て
お
り
、
予
算
的
に
は
楢
崎
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
党
の
国
会
質
問
の
影
響
は
な

か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
楢
崎
は
、
論
理
と
根
拠
に
基
づ
き
な
が
ら
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
、
非
核
三
原
則
と
連
関
さ
せ

つ
つ
、
政
府
と
具
体
的
な
論
争
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
は
楢
崎
の
追
及
が
一
つ

の
契
機
と
な
り
、
実
際
に
政
府
の
政
策
や
方
針
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
社
会
党
が
国
会
に
お
い
て
無
力
で
あ
り
、
教
条

的
な
態
度
で
あ
っ
た
と
い
う
従
来
の
見
方
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
楢
崎
と
政
府
と
の
論
争
は
、
非
武
装
中
立 

対 

自
衛
隊
日
米
安
保
と

い
う
抽
象
的
・
観
念
的
な
論
争
で
は
な
く
、
む
し
ろ
具
体
的
な
論
争
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

他
方
で
、
第
四
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
楢
崎
は
一
九
六
八
年
の
時
点
で
、
法
的
、
軍
事
的
に
核
装
備
の
有
無
は
議
論
で
き
ず
、
核
弾
頭
で

は
な
く
核
戦
略
部
隊
を
事
前
協
議
の
対
象
に
し
な
い
限
り
、
事
前
協
議
が
空
洞
化
し
「
不
毛
の
論
戦
」
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
言
及
し
な
か
っ
た
た
め
、
実
際
に
楢
崎
自
身
も
「
不
毛
の
論
戦
」
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
様
々
な
資
料

と
根
拠
に
基
づ
き
な
が
ら
政
府
を
繰
り
返
し
追
及
す
る
楢
崎
に
と
っ
て
、
時
間
は
何
よ
り
も
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
を
徒
に
費
消
す
る
こ
と
と
な
り
、
楢
崎
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
。

ま
た
、
よ
り
大
き
な
課
題
と
し
て
、
楢
崎
は
計
画
し
て
い
た
す
べ
て
の
こ
と
を
言
及
し
て
お
ら
ず
、
個
々
の
質
問
と
全
体
と
の
関
連
を
説

明
す
る
部
分
、
と
り
わ
け
序
論
部
分
（
第
四
節
一
）
と
結
論
部
分
（
第
四
節
三
）
を
国
会
質
問
の
場
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政
府
と
の
論
争
が
、
具
体
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
条
約
や
交
換
公
文
な
ど
に
関
す
る
細
か
な
法
解
釈
的
論
議
に

集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
の
結
果
、
ポ
ー
ズ
で
あ
れ
国
民
的
合
意
を
目
指
し
て
、
与
野
党
双
方
と
も
に
一
致
点
を
積
み
重

ね
る
と
い
う
計
画
の
全
体
構
造
が
見
え
に
く
く
な
り
、
大
局
的
な
議
論
─
─
例
え
ば
、
非
核
三
原
則
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
の
具
体
的

改
善
方
法
や
、
自
ら
が
主
張
す
る
政
策
の
妥
当
性
・
現
実
性
な
ど
─
─
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
点
を
楢
崎
が
意
図
的
に
言
及
し
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
時
間
的
制
約
か

ら
楢
崎
が
こ
れ
ら
の
点
を
「
言
及
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
楢
崎
が
自
ら
の
考
え
と
社
会
党
の
政
策
に
は
相
違
が

あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
こ
の
点
が
露
呈
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
意
図
的
に
「
言
及
し
な
か
っ
た
」
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
後
、
楢
崎
の
考
え
や
社
会
党
の
政
策
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
、
検
証
し
た
い
。

（
１�

）　

第
五
八
回
国
会
衆
議
院
本
会
議
録
第
三
号
四
七
頁
（
一
九
六
八
年
一
月
三
〇
日
）。
た
だ
し
、
非
核
三
原
則
の
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以

前
の
国
会
答
弁
等
に
よ
っ
て
徐
々
に
確
立
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
岡
留
康
文
「
非
核
三
原
則
と
核
密
約
論
議
─
─ 

反
核
と
核
の
傘
の

は
ざ
ま
」『
立
法
と
調
査
』
№
３
０
９
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）、
一
〇
一
―
一
一
〇
頁
、
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
２�

）　

比
較
的
近
年
の
も
の
と
し
て
、
安
東
仁
兵
衛
『
日
本
社
会
党
と
社
会
民
主
主
義
』
現
代
の
理
論
社
、
一
九
九
四
年
、
原
彬
久
『
戦
後
史
の
中
の
日
本

社
会
党
─
─
そ
の
理
想
主
義
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
』
中
央
公
論
新
社
（
中
公
新
書
）、
二
〇
〇
〇
年
、
森
裕
城
『
日
本
社
会
党
の
研
究
─
─
路
線
転
換

の
政
治
過
程
』
木
鐸
社
、
二
〇
〇
一
年
、
な
ど
が
あ
る
。

（
３�

）　

同
じ
く
、
比
較
的
近
年
の
も
の
と
し
て
、
五
十
嵐
仁
『
政
党
政
治
と
労
働
組
合
運
動
─
─
戦
後
日
本
の
到
達
点
と
二
一
世
紀
へ
の
課
題
』
御
茶
の
水

書
房
、
一
九
九
八
年
、
新
川
敏
光
『
戦
後
日
本
政
治
と
社
会
民
主
主
義
―
─
社
会
党
・
総
評
ブ
ロ
ッ
ク
の
興
亡
』
法
律
文
化
社
、
一
九
九
九
年
、
岡
田

一
郎
『
日
本
社
会
党
─
─
そ
の
組
織
と
衰
亡
の
歴
史
』
新
時
代
社
、
二
〇
〇
五
年
、
な
ど
が
あ
る
。

（
４�

）　

原
『
戦
後
史
の
中
の
日
本
社
会
党
』、
一
五
七
―
一
五
八
頁
。

（
５�

）　

山
口
二
郎
・
石
川
真
澄
『
日
本
社
会
党
─
─
戦
後
革
新
の
思
想
と
行
動
』
二
〇
〇
三
年
、
二
一
五
頁
。
ま
た
、
石
川
は
、
国
会
に
お
け
る
社
会
党
の

無
力
さ
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
そ
こ
で
は
、
社
会
党
は
ほ
と
ん
ど
無
力
で
あ
っ
て
、
院
外
の
活
動
も
全
く
不
活
発
の
ま
ま
、
国
内
の
論
壇
で
の

右
傾
化
も
大
き
く
進
ん
だ
。
そ
れ
ら
を
実
感
し
て
も
、
社
会
党
に
は
こ
れ
ら
の
問
題
で
妥
協
し
た
り
修
正
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
相
当
に
難
し
い
こ

と
で
あ
っ
た
。
け
っ
き
ょ
く
、
政
府
・
自
民
党
は
思
い
の
ま
ま
に
そ
れ
ら
の
法
案
を
通
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。」（
同
書
、
二
一
四
―
二
一
五
頁
）。

（
６�

）　

二
〇
一
〇
年
以
降
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
波
多
野
澄
雄
『
歴
史
と
し
て
の
日
米
安
全
保
障
条
約
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
太
田
昌
克
『
日

米
「
核
密
約
」
の
全
貌
』
筑
摩
書
房
（
筑
摩
選
書
）、
二
〇
一
一
年
、
信
夫
隆
司
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』（
日
本
大
学
法
学
部
叢
書
）
弘
文
堂
、

二
〇
一
四
年
、
豊
田
祐
基
子
『
日
米
安
保
と
事
前
協
議
制
度
─
─「
対
等
性
」
の
維
持
装
置
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
、
な
ど
が
あ
る
。

（
７�

）　

先
行
研
究
の
問
題
の
背
景
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
社
会
党
議
員
に
関
す
る
資
料
の
不
足
が
あ
る
。
戦
後
日
本
政
治
、
と
り
わ
け
五
五
年
体
制
の
も
と

で
は
政
権
交
代
が
お
こ
ら
ず
、
与
野
党
関
係
が
固
定
化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
少
数
の
例
外
を
除
い
て
基
本
的
に
閣
僚
等
の
ポ
ス
ト
に
就
く
こ
と
の
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な
い
社
会
党
議
員
の
資
料
に
は
、
公
的
性
格
が
与
え
ら
れ
に
く
く
、
議
員
の
没
後
に
資
料
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
は
、
与
党
議
員
に
比
べ
る
と
か
な
り
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

（
８�
）　

本
名
は
「
楢
崎
弥
之
祐
」
で
あ
り
「
助
」
の
字
が
異
な
る
。
読
み
は
「
な
ら
ざ
き
や
の
す
け
」
で
同
一
で
あ
る
。

（
９�
）　

な
お
、
楢
崎
は
国
会
議
員
に
な
る
前
の
一
九
六
〇
年
五
月
一
九
日
、
福
岡
で
行
わ
れ
た
安
保
改
定
反
対
デ
モ
に
参
加
し
た
際
に
も
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

（
10�

）　

第
五
一
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
一
七
号
一
七
頁
（
一
九
六
六
年
二
月
一
八
日
）。

（
11�

）　

こ
の
時
期
の
社
会
党
は
、
日
本
が
非
核
武
装
宣
言
を
行
う
よ
う
主
張
し
て
い
た
（
党
中
央
執
行
委
員
会
「
日
本
の
非
核
武
装
と
核
軍
縮
へ
の
道
」『
月

刊
社
会
党
』
第
一
三
三
号
（
一
九
六
八
年
五
月
）、
一
〇
―
一
四
頁
）。

（
12�

）　

こ
の
時
期
に
楢
崎
は
、
非
核
三
原
則
だ
け
で
な
く
、
生
物
・
化
学
兵
器
の
禁
止
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
危
険
性
、
日
中
国
交
正
常
化
、
沖
縄
返
還
、
日

米
地
位
協
定
、
四
次
防
、
自
衛
隊
教
範
の
内
容
、
板
付
（
福
岡
）
空
港
協
定
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
数
多
く
の
質
問
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
楢

崎
の
一
九
六
八
年
―
一
九
七
一
年
の
国
会
質
問
用
ノ
ー
ト
か
ら
、
非
核
三
原
則
に
関
係
す
る
項
目
の
み
を
抽
出
し
た
。

（
13�

）　

管
見
の
限
り
、
以
下
の
三
つ
の
質
問
が
確
認
で
き
る
。
第
四
六
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
録
第
三
八
号
（
閉
会
中
審
査
）
一
三
頁
（
一
九
六
四

年
一
〇
月
七
日
）、
岡
田
春
夫
に
よ
る
質
問
。
第
四
六
回
国
会
閉
会
後
参
議
院
内
閣
委
員
会
議
録
第
五
号
八
頁
（
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
六
日
）、
伊
藤

顕
道
に
よ
る
質
問
。
第
五
八
回
国
会
衆
議
院
内
閣
委
員
会
議
録
第
一
号
一
九
頁
（
一
九
六
八
年
一
月
一
八
日
）、
大
出
俊
に
よ
る
質
問
。

（
14�

）　

先
行
研
究
で
も
、
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
の
文
書
化
に
楢
崎
の
質
問
が
影
響
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
豊
田
『
日
米
安
保
と

事
前
協
議
制
度
』、
一
三
一
頁
、
松
山
健
二
「
日
米
安
保
条
約
の
事
前
協
議
に
関
す
る
「
密
約
」」『
調
査
と
情
報
』
第
六
七
二
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、

四
頁
、
な
ど
を
参
照
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
は
、
楢
崎
の
追
及
計
画
や
文
書
化
を
迫
っ
た
楢
崎
質
問
の
構
成
な
ど
の
詳
細
は
分
析
さ
れ
て
い

な
い
。

（
15�

）　

第
五
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
八
号
六
頁
（
一
九
六
八
年
二
月
二
八
日
）。

（
16�

）　

同
右
八
頁
。

（
17�

）　

同
右
八
頁
。

（
18�

）　

同
右
八
頁
。

（
19�

）　

第
五
七
回
国
会
参
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
二
号
六
頁
（
一
九
六
七
年
一
二
月
一
六
日
）。
こ
れ
は
、
両
三
年
内
の
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
返
還

後
の
沖
縄
に
核
兵
器
を
配
備
す
る
必
要
が
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
20�

）　

第
五
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
八
号
九
頁
（
一
九
六
八
年
二
月
二
八
日
）。

（
21�

）　

同
右
九
頁
。

（
22�

）　

こ
の
文
書
の
内
容
は
、
一
九
六
九
年
三
月
に
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
第
六
一
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
録
第
五
号
一
四
頁
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（
一
九
六
九
年
三
月
一
四
日
）。

（
23�

）　

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
の
外
務
省
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
密
約
調
査
で
、
こ
の
「
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
口
頭
了
解
」
が
事
実
で
は
な
く
、
実
際
に
は
、

核
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
日
米
間
で
認
識
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
八
年
後
の
一
九
六
八
年
に
文
書
化
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
外
務
省
の
『
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
報
告
書
』
で
は
、「
…
外
交
常
識
で
は
考
え
に
く
い
説
明
も
な
さ
れ
た
（
な

ぜ
こ
う
い
う
説
明
が
ま
か
り
通
っ
た
の
か
不
思
議
で
あ
る
）」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
同
書
、
三
九
頁
）。

（
24�

）　

第
五
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
八
号
九
頁
（
一
九
六
八
年
二
月
二
八
日
）。

（
25�

）　

同
右
九
頁
。

（
26�

）　

同
右
一
〇
頁
。

（
27�

）　

同
右
一
一
頁
。

（
28�

）　

第
五
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
九
号
七
頁
（
一
九
六
八
年
二
月
二
九
日
）。

（
29�

）　

同
右
七
頁
。

（
30�

）　

楢
崎
は
、
一
九
七
九
年
に
出
版
し
た
自
著
の
な
か
で
、
先
輩
議
員
か
ら
こ
の
資
料
を
渡
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
情
報
源
は
軍
事
評
論
家
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
両
名
の
名
前
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。
楢
崎
弥
之
助
『
楢
崎
弥
之
助
の
爆
弾
質
問
覚
書
き
』
学
陽
書
房
、
一
九

七
九
年
、
七
〇
―
七
二
頁
。

（
31�

）　

第
五
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
一
六
号
三
三
頁
（
一
九
六
八
年
三
月
一
一
日
）。

（
32�

）　

同
右
三
三
頁
。

（
33�

）　

同
右
三
三
―
三
四
頁
。

（
34�

）　

第
五
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
二
分
科
会
議
録
第
一
号
一
一
頁
（
一
九
六
八
年
三
月
一
二
日
）。

（
35�

）　

同
右
一
一
頁
。

（
36�

）　

同
右
一
一
頁
。

（
37�

）　

第
五
八
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
録
第
一
二
号
一
七
頁
（
一
九
六
八
年
四
月
一
七
日
）。

（
38�

）　

こ
の
時
点
に
お
い
て
、
楢
崎
は
自
ら
の
要
求
を
い
わ
ば
達
成
し
た
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
翌
年
も
質
問
を
重
ね
て
い
る
。
そ
れ
は
、

ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
が
緊
急
避
難
あ
る
い
は
緊
急
事
態
の
際
に
日
本
に
寄
港
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
か
否
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

政
府
は
認
め
る
と
答
弁
し
た
た
め
、
楢
崎
は
、
非
核
三
原
則
と
い
い
な
が
ら
、
ポ
ラ
リ
ス
の
目
的
に
よ
っ
て
認
め
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
の
は
「
抜
け
道
」

に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
と
批
判
し
て
い
る
（
第
六
一
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
三
号
九
頁
（
一
九
六
九
年
二
月
四
日
））。
ま
た
、
楢
崎
は
、

政
府
か
ら
、
核
原
潜
の
無
害
通
航
を
認
め
な
い
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
ソ
連
や
中
国
で
も
同
様
で
あ
る
と
い
う
答
弁
を
引
き
出
し
て
い
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る
（
第
六
一
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
二
分
科
会
議
録
第
一
号
二
六
頁
（
一
九
六
九
年
二
月
二
四
日
））。

（
39�

）　

第
五
八
回
国
会
衆
議
院
本
会
議
録
第
三
号
一
一
頁
（
一
九
六
八
年
一
月
三
〇
日
）。

（
40�
）　

国
会
質
問
用
ノ
ー
ト
（
一
九
六
八
年
）。

（
41�
）　

正
し
く
は
「
対
象
」
と
思
わ
れ
る
が
、
楢
崎
は
一
貫
し
て
「
対
称
」
と
い
う
漢
字
を
使
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
っ
た
。

（
42�

）　

楢
崎
は
「
は
ず
す
」
で
は
な
く
「
は
づ
す
」
と
表
記
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
従
っ
た
。

（
43�

）　

国
会
質
問
用
ノ
ー
ト
（
一
九
六
八
年
）。

（
44�

）　

第
六
七
回
国
会
衆
議
院
沖
縄
返
還
協
定
特
別
委
員
会
議
録
第
七
号
四
頁
（
一
九
七
一
年
一
一
月
一
七
日
）。

（
45�

）　

同
右
四
頁
。

（
46�

）　

同
右
五
頁
。

（
47�

）　

楢
崎
が
質
問
を
予
定
し
て
い
た
、
事
前
協
議
の
問
題
、
無
害
通
航
権
の
問
題
、
Ａ
Ｍ
Ｍ
の
開
発
問
題
、
非
核
三
原
則
と
核
抑
止
力
の
組
み
合
わ
せ
の

問
題
の
四
項
目
。

（
48�

）　

国
会
質
問
用
ノ
ー
ト
（
一
九
六
八
年
）。

　

�

※
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
三
日
に
関
西
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
政
治
学
会
研
究
大
会
分
科
会
（
Ａ
―
８
「
近
現
代
日
本
の
立
憲
政
治
空
間
」）

で
の
報
告
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
１
５
Ｋ
１
６
８
２
３
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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